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研究成果の概要（和文）：40歳以上の地域住民を対象として神経心理学検査，動脈硬化検査および生活習慣や知
的活動などのアンケート調査を縦断的に実施した。 高齢者の神経心理学的機能が加齢に伴い，どのように変化
するのか，知的活動を含むライフスタイルが高齢者の認知機能の低下防止にどのように寄与しているのかを検討
した。 その結果，認知機能の低下防止につながる知的活動を含むライフスタイルが明らかになり，早期からの
予防対策が期待できる。

研究成果の概要（英文）：With community residents aged 40 and over, we conducted a longitudinal 
questionnaire survey on neuropsychological testing and arterial stiffness testing, and also 
lifestyles and intellectual activities, and then examined how neuropsychological functioning of 
older adults changes as they age and how lifestyles that include intellectual activities contribute 
to prevention of cognitive decline. 
From the results, types of lifestyles including intellectual activities that lead to prevention of 
cognitive decline were identified. Preventive measures can be expected to be effective by being put 
into practice at earlier stages of life.

研究分野：老年看護学

キーワード： 中高年者　認知機能　動脈硬化　知的活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症を発症すると，本人のみならず家族にも多大な精神的・経済的負担を課すことになる。近年は，核家族化
の進行に伴って独居または夫婦のみの世帯の高齢者が増加しており，家族の介護を十分に受けられない場合も少
なくない。このような点も含め，高齢者の認知症予防対策は，本邦における公衆衛生上の重要な課題となってい
る。
本研究では，地域在住の高齢者を対象として，身体運動や知的活動，人的交流を活発に行う生活スタイルが認知
機能の維持に少なからず貢献していることが明らかとなった。認知機能の維持や改善には，長期に渡る継続的な
介入が必要であり，身体的な負荷や経済的な負担も少ないことから，最適な介入手段となるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

老年症候群は，加齢に伴う心身機能の衰えによって出現する各種症状の総称であり，認知症は

その代表的な精神的症状である。厚生労働省の2012年の推計によると，本邦の認知症患者は462 

万人，軽度認知障害者は約 400 万人に達し，860 万人以上が認知症またはその予備群である 1）。

認知症の患者数は今後も増加することが予想される。 

多くの疫学研究によって，高齢者の認知機能低下には，遺伝，ストレス，精神状態などの内因

的要因と，仕事，趣味，身体活動などの外因的要因が複合的に関与することが明らかにされてい

る 2-5）。外因的要因の一つに位置づけられる生活行動は，新聞や本を読むなどの知的活動の他に，

人との交流や地域活動への参加などの社会的な活動が含まれる。 

生活行動を扱った先行研究において，「新聞や本，雑誌を読む」「トランプやチェスなどのゲー

ムをする」「楽器の演奏やダンスをする」「テレビやラジオを視聴する」「博物館に行く」などの

行動は，認知機能の維持に一定の効果があることが報告されている 6.7）。一方で，認知機能の要

素のうちの，論理的記憶，言語機能，処理速度などは，近所を訪ねたり，文化施設を訪れたりす

るなどの社会的な活動と関連しないこと 8），さらに，日常生活上のありきたりの認知関連活動は，

認知機能の低下の抑制に必ずしも有効でないという報告 9）がみられる。 

また，先行研究では，認知機能検査として，MMSE が使用されることが多い。しかし，MMSE に

は天井効果があること，さらに，認知障害がある程度進行した者を検出することを目的としてい

ることから，正常からMCIへの変化を含めて認知機能のレベルを幅広く評価するには十分ではな

い 10.11）。標準的な加齢変化から独立した生活行動の影響による認知機能の低下を妥当に捉えるた

めには，記憶機能，言語機能，遂行機能，注意機能などの各要素を多角的に評価することが望ま

しい。 
２．研究の目的 

地域在住の一般住民からなる集団を対象に，全般的な認知機能（MMSE）とともに，論理的記憶，

言語流暢性，注意機能などの高次脳機能の包括的な評価を行い，これらに生活行動がどのように

関連するかを明らかにする（研究１）。初回調査完了者のうち5年後に追跡調査を実施し，MMSE，

論理的記憶，言語流暢性，注意機能の変化と知的活動を含むライフスタイルが認知機能の低下防

止に効果があるのか明らかにする。 
３．研究の方法 

１）対象 

某県内の 3 地域で実施した健康調査に参加した一般住民のうち，年齢が 65 歳以上で，研究参

加に同意の得られた1,160人を対象者とした（研究1）。初回調査完了者のうち，5年後に追跡調

査を実施し，欠損値のあるものを除いた316人を対象とした（研究2）。 

２）調査項目 

（1）神経心理学的機能検査 

 全般的な認知機能（MMSE），論理記憶検査（ウェクスラー記憶検査），注意機能検査（D-CAT：

数字抹消検査）,言語流暢性検査（意味流暢性検査） 

（2）アンケート調査 

 基本属性として，年齢，性別，最終学歴，家族構成 

生活行動項目は，知的活動として，「新聞を読む」「読書をする」「ラジオを聞く」「トランプ

などのゲームをする」「趣味をしている」の５項目，地域や人との交流として，「外出する」「地

域や地区の活動に参加する」「友人との交流がある」「近所と付き合いがある」の４項目，さらに，

身体活動の評価として，「定期的に運動する」「散歩をする」の２項目で，合計 11 種類を取り上

げた。 

３）倫理的配慮 

対象者には，研究の目的，意義，方法，研究参加・撤回の自由，個人情報の守秘管理について

説明し，文書にて同意を得た。研究計画は，和歌山県立医科大学が設置する倫理委員会で「人を

対象とする医学系研究に関する倫理指針に基づいた審査を受け，承諾を得た後に実施した（承認

番号92）。 



４．研究成果 
１）研究１ 

平均年齢は，74.2 ± 6.4 歳であった。年齢の平均は74.2±6.4歳で，前期高齢者と後期高齢

者および男性と女性の構成比率は概ね同じであった。最終学歴は，中学校または高校が全体の約

8割を占めており，大学を卒業した者は 1割に満たなかった。家族構成については，独居または

夫婦のみの世帯が5割を超えていた（表１）。 

生活行動の項目をすべて投入してステップワイズ法による変数選択を行った結果では，「新聞

を読む」「読書をする」「地域の活動に参加する」「近所と付き合いがある」を主として，「散歩を

する」「ラジオを聴く」「趣味をしている」などの項目も認知機能を高める有意な変数としてモデ

ルに採択された（表2）。 
 
 

 
 
 
 

MMSEと神経心理学的検査の結果を年齢階層別に示した（表3）。MMSEの得点の平均は27.5点で，

認知症の疑いのある者，MCIの疑いのある者は，それぞれ，5.3％，39.1％であった。年齢区分が

上がるごとに得点が連続的に低値となり，分散分析による有意な主効果が認められた。また，認

知症の疑いのある者，またはMCIの疑いのある者の割合も年齢が高くなるにつれて高率となった。 

神経心理学的検査の論理的記憶，言語流暢性，注意機能の得点は，平均で 12.1 点，12.0 点，

228.8 点となった。いずれの検査でも年齢区分の上昇に比例して連続的に得点が低くなり，年齢

の主効果が有意となった。多重比較検定では，言語流暢性の一部を除くすべての群間の組合せで

有意な差が認められた。得点分布についても，年齢が上がるにつれて，低値カテゴリーの頻度が

増加し，高値カテゴリーの頻度が低下する傾向が明確に認められた。また，年齢による群間の実

質的な差の大きさを示す効果量は，MMSE で最も小さく（η2＝.037），論理的記憶（η2＝.045），

言語流暢性（η2＝.072）注意機能（η2＝.165）の順に大きくなった。 

重回帰分析で採択されたこれら7項目の生活行動の実施数の合計を求め，その階層別に認知機

能を比較した（表 4）。MMSE および神経心理学的検査の得点はいずれも生活行動の実施数が多く

なるにつれて連続的に高値となり，年齢と性の補正した後も生活行動の要因の有意な主効果が認

められた。 

 

 

表 1. 対象者の属性 

  n    (%) 

年齢 前期高齢者 593 (51.1) 

後期高齢者 567 (48.9) 

性別 男性 558 (48.1) 

 女性 602 (51.9) 

教育 小学校 14 (01.2) 

 中学校 404 (34.9) 

 高校 534 (46.2) 

 短大・専門  93 (08.0) 

 大学 85 (07.3) 

家族 

構成 

独居 162 (14.0) 

夫婦世帯 491 (42.3) 

 その他 507 (43.7) 

表２ 生活行動と神経心理学的検査の重回帰分析 

 
MMSE 

論理的 

記憶 

言語 

流暢性 

注意 

機能 

定期的に運動する 
    

散歩をする   .063*  

新聞を読む .112*** .090**   

読書をする 
 

.095** .092** .092*** 

ラジオを聞く  
 

 .073** 

ゲームをする 
  

 
 

趣味をしている 
  

.066* 
 

外出する    
 

地域の活動に参加する .103***  .092**  

友人との交流がある 
 

  
 

近所と付合いがある  .072*  .081** 

調整済み R2 .094 .106 .112 .196 

F 値 20.75*** 21.70*** 27.86*** 57.36*** 

*ｐ＜.05 **ｐ＜.01 ***ｐ＜.001 



表 3. 年齢階層別による神経心理学的検査 

  年齢階層   

 
全体 

(n=1,160) 

70 歳未満 

(n=343) 

70-74 歳 

(n=250) 

75 歳以上 

(n=567) 

p 

分散分析 

ES  

(η2) 

MMSE 27.5 ± 2.4 28.1 ± 1.9 27.6 ± 2.5 * 27.0 ± 2.6 *** † <.001 .037 

論理的記憶  12.1 ± 4.8 13.5 ± 4.6 12.2 ± 5.0 ** 11.2 ± 4.5 *** †† <.001 .045 

言語流暢性  12.0 ± 4.2 13.1 ± 4.0 12.9 ± 4.3 10.8 ± 4.2 *** ††† <.001 .072 

注意機能  228.8 ± 64.3 261.0 ± 59.1 243.1 ± 58.1** 202.5 ± 59.6 *** ††† <.001  .165 

値は平均±標準偏差 
* p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 (vs.<70 yrs), † p<0.05, †† p<0.01, ††† p<0.001 (vs.70-74 歳)  Bonferroni による多重比較  
 
 

 
 
２）研究 2 

 初回調査完了者のうち 5年後に追跡調査を実施し，MMSE，論理的記憶，言語流暢性，注意機

能の変化を比較した。MMSE，論理的

記憶，言語流暢性の得点は変化がな

く，認知機能が保たれていたが，注

意機能の得点が低下し，有意な差を

認めた（表５）。 

5 年後の MMSE，論理的記憶，言語 

流暢性，注意機能を年齢階層別に示

した（表６）。MMSE は年齢が上がっ

ても変化を認めず,論理

的記憶，言語流暢性の得

点は低下したが，有意な

差は認められなかった。

一方，注意機能の得点は

低下し，有意な差を認め

た。 

5 年後の MMSE，論理的

記憶，言語流暢性，注意

表 4  生活行動階層別による神経心理学検査の比較 

 生活行動実施総数   

 
0-1 
(n=86) 

2-3 
(n=524) 

4-5 
(n=474) 

6-7 
(n=76) 

p 
分散分析 C 

p 
傾向性 

MMSE 26.5 
(26.0, 27.0) 

27.3* 
(27.1, 27.5) 

27.7*** 
(27.5, 27.9) 

28.0** 
(27.4, 28.5) 

<.001 <.001 

LM 10.2 
(09.2,11.2) 

11.8* 
(11.4, 12.2) 

12.7*** † 
(12.4, 13.1) 

12.9** 
(11.9, 13.9) 

<.001 <.001 

VF 10.9 
(10.1, 11.8) 

11.6 
(11.2, 11.9) 

12.3* † 
(12.0, 12.7) 

13.3** †† 
(12.4, 14.2) 

<.001 <.001 

D-CAT  208.3 
(196.1, 220.6) 

222.6 
(217.6, 227.5) 

235.1** †† 
(229.8, 240.3) 

252.5*** ††† 
(239.4, 265.6) 

<.001 <.001 

値は調整平均(95% 信頼区間) 性と年齢の影響を調整 
* p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 (vs. 0-1), † p<0.05, †† p<0.01, ††† p<0.001 (vs. 2-3). Bonferroni による多重比較 

表 5.  初回調査と 5 年後の神経心理学的検査の比較 

 
初回調査 

(n=316) 

5 年後 

(n=316) 

p 

分散分析 

MMSE 27.6 ± 2.4 28.1 ± 2.3  

論理的記憶  14.3 ± 4.5 14.7 ± 5.3  

言語流暢性  13.6 ± 4.3 13.1 ± 3.9  

注意機能  278.3 ± 66.2 261.7 ± 65.0 .002 

値は平均±標準偏差  Bonferroni による多重比較  

表 6. 年齢階層別による神経心理学的検査(5 年後) 

 年齢階層  

 
70 歳未満 

(n=57) 

70-74 歳 

(n=153) 

75 歳以上 

(n=106) 

p 

 

MMSE 28.1 ± 2.7 28.0 ± 2.3 28.2 ± 2.2  

論理的記憶  15.0 ± 4.4 14.7 ± 5.0 14.5 ± 5.8  

言語流暢性  13.9 ± 3.3 13.2 ± 3.8 12.3 ± 4.0   

注意機能  266.4 ± 58.0 272.7 ± 66.2 243.2 ± 65.4**  .002 

値は平均±標準偏差 
**p<0.01, Bonferroni による多重比較  



機能を生活行動実施数の合計を

求め，その階層別に比較したが，

有意な差は認められなかった（表

7）。 

日常生活において，「新聞を読

む」「読書をする」「ラジオを聞く」

「趣味をしている」などの知的活

動を行ったり，「地域の活動に参

加する」「近所と付き合いがある」

など，人や地域との交流を多く行っている高齢者ほど，認知機能のレベルが相対的に高く維持

されていた。認知機能の維持や改善には，長期に渡る継続的な介入が必要であり，日々の暮ら

しの中に取り入れている生活行動を用いた介入が望ましいと考える。 
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表 7. 生活行動による神経心理学的検査比較（5 年後） 

 生活行動実施数 

 
0-1 

(n=74) 

2-3 

(n=145) 

4 以上 

(n=97) 

MMSE 27.8±2.6 28.2±2.2 28.2±2.4 

論理的記憶  14.5±4.9 14.9±5.3 13.9±5.2 

言語流暢性  13.0±3.8 12.5±3.3 13.5±4.0 

注意機能  260.1±63.5 262.0±66.0 255.6±62.8 

値は平均±標準偏差 Bonferroni による多重比較  
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